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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
  駆動源と、
前記駆動源が固定されたベースと、
前記ベースに対して第一回動軸を中心として変位可能に連結された第一部材と、
前記第一部材に対して変位可能に連結された第二部材と、
前記ベースに対して前記第一回動軸とは異なる第二回動軸を中心として変位可能に連結さ
れ、前記第一部材とともに変位する第一伝達部材と、
前記第一部材に支持され、かつ、前記第一伝達部材に係合された部材であって、その変位
が前記第二部材に伝達される第二伝達部材と、
を備え、
  前記駆動源が駆動すると、その動力が前記第一部材に伝達されて前記第一回動軸を中心
として前記第一部材が変位するとともに前記第二回動軸を中心として前記第一伝達部材が
変位することで、前記第一部材と前記第一伝達部材の相対位置が変化することにより、前
記第一伝達部材に係合する前記第二伝達部材が変位して、当該第二伝達部材の変位が前記
第一部材に対する前記第二部材の変位として伝達されるように構成されていることを特徴
とする遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、駆動源によって動作する演出体を備えた遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　このような遊技機として下記特許文献１に記載のものが公知である。特許文献１に記載
の遊技機は、第一可動体および第二可動体を備え、両可動体を一体的に回転させることも
できるし、一方の可動体を単独で回転させることもできるというものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１３－７８６５３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、上記特許文献１に記載の構成は、両可動体が一体回転する場合、一方の可動体
のみが回転する場合のいずれにおいても、ある平面に沿った回転である（二次元的な動作
）であるため、趣向性に乏しい。
【０００５】
　本発明は、演出体の三次元的な動きにより演出の趣向性を高めることが可能な遊技機を
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
  上記課題を解決するためになされた請求項１の発明にかかる遊技機は、駆動源と、前記
駆動源が固定されたベースと、前記ベースに対して第一回動軸を中心として変位可能に連
結された第一部材と、前記第一部材に対して変位可能に連結された第二部材と、前記ベー
スに対して前記第一回動軸とは異なる第二回動軸を中心として変位可能に連結され、前記
第一部材とともに変位する第一伝達部材と、前記第一部材に支持され、かつ、前記第一伝
達部材に係合された部材であって、その変位が前記第二部材に伝達される第二伝達部材と
、を備え、前記駆動源が駆動すると、その動力が前記第一部材に伝達されて前記第一回動
軸を中心として前記第一部材が変位するとともに前記第二回動軸を中心として前記第一伝
達部材が変位することで、前記第一部材と前記第一伝達部材の相対位置が変化することに
より、前記第一伝達部材に係合する前記第二伝達部材が変位して、当該第二伝達部材の変
位が前記第一部材に対する前記第二部材の変位として伝達されるように構成されているこ
とを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　請求項１に記載の発明によれば、演出の趣向性を高めることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本実施形態にかかる遊技機（遊技盤）の正面図である。
【図２】センターベースおよびそれに取り付けられた演出装置を示した図であって、演出
装置の各部材が原位置に位置した状態を実線で、終端位置に位置した状態を点線で示した
ものである。
【図３】各部材が原位置に位置した状態にある演出装置を示した図である。
【図４】図３に示した状態から終端位置に向けて各部材が変位した状態にある演出装置を
示した図である。
【図５】各部材が終端位置に位置した状態にある演出装置を示した図である。
【図６】演出装置の外観斜視図であって、第一中継部材内に収容されたラックを取り外し
た状態を示したものである。
【図７】演出装置の外観斜視図であって、第一中継部材内に収容されたラックを取り外し
た状態を示したものである（図６とは異なる方向から見た図である）。
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【図８】演出装置の分解斜視図である。
【図９】演出装置の分解斜視図である（図８とは異なる方向から見た図である）。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明にかかる実施形態について図面を参照して詳細に説明する。まず、図１お
よび図２を参照して遊技機１の全体構成について簡単に説明する。なお、発射装置や遊技
球を貯留する皿（下皿・上皿）等は、公知の遊技機と同様の構成が適用できるため図示を
省略する。
【００１８】
　遊技機１は、図１に示す遊技盤９０を備える。遊技盤９０は、ほぼ正方形の合板により
成形されており、発射装置の操作によって発射された遊技球（本発明における遊技媒体に
相当する）を遊技領域９０２に案内する金属製の薄板からなる帯状のガイドレール９０３
が略円弧形状となるように設けられている。遊技盤９０の後方には、図２に示すセンター
ベース９２が設けられている。センターベース９２は、後述する表示装置９１よりも前側
に位置する。
【００１９】
　遊技領域９０２には、表示装置９１、第一始動入賞口９０４、第二始動入賞口９０５、
大入賞口９０６、アウト口９０７などが設けられている。表示装置９１は、例えば液晶表
示装置が用いられ、表示装置９１の表示画面（表示部）において特別図柄や普通図柄等が
表示される。かかる表示装置９１の表示画面は、遊技盤９０に形成された開口９０１を通
じて視認可能である。
【００２０】
　また、遊技領域９０２には、流下する遊技球が衝突することにより遊技球の流下態様に
変化を与える障害物としての遊技釘が複数設けられている。遊技領域９０２を流下する遊
技球は、遊技釘に衝突したときの条件に応じて様々な態様に変化する。
【００２１】
　このような遊技機１では、発射装置を操作することにより遊技領域９０２に向けて遊技
球を発射する。遊技領域９０２を流下する遊技球が、始動入賞口９０４、９０５や大入賞
口９０６等の入賞口に入賞すると、所定の数の賞球が払出装置により払い出される。その
他、大当たりの抽選方法や演出等は、公知の遊技機と同様のものが適用できるため、説明
は省略する。
【００２２】
　本実施形態にかかる遊技機１は、所定の演出を行う演出装置１ｍを備える。以下、演出
装置１ｍの構成について、図２～図９を参照しつつ詳細に説明する。演出装置１ｍは、駆
動源１０と、ベース２０と、中継部３０と、演出体４０と、動力伝達機構と、を備える。
【００２３】
　本実施形態では、駆動源１０としてモータを用いている。駆動源１０は、ベース２０に
固定されている。ベース２０は、遊技機１の本体側に固定されている。本実施形態では、
ベース２０は、細長い略長方形状の部材であり、遊技盤９０の後方に設けられたセンター
ベース９２に固定されている。これにより、ベース２０は、遊技盤９０の開口９０１の右
側縁に沿うように位置する。駆動源１０は、ベース２０の後面に固定されており、その出
力軸がベース２０の前面側に位置している。
【００２４】
　駆動源１０の出力軸には、平歯車である第一中継部材駆動歯車５１が固定されている。
この第一中継部材駆動歯車５１には、被動歯車５２が噛み合っている。被動歯車５２は、
第一中継部材３１に一体的に設けられた歯車部であって、被動歯車５２の回転中心を中心
として、第一中継部材３１の一方側がベース２０の前面側に回転自在に支持されている。
つまり、第一中継部材駆動歯車５１が回転すると、それに噛み合う被動歯車５２を有する
第一中継部材３１は、ベース２０に支持された箇所（被動歯車５２の回転中心）を中心と
して変位（回動）する。以下、当該ベース２０に対する第一中継部材３１（中継部３０）



(4) JP 6311101 B2 2018.4.18

10

20

30

40

50

の変位の中心を第一回動軸Ｘ１と称する。
【００２５】
　ベース２０には、ラック５３が支持されている。具体的には、後述する第二中継部材駆
動歯車５４（本発明におけるピニオンに相当する）に噛み合う歯部５３１が形成された部
分の反対側であるラック５３の一端がベース２０に対し変位（回動）可能に接続されてい
る。当該ベース２０に対するラック５３の変位の中心を第四回動軸Ｘ４と称する。
【００２６】
　中継部３０は、第一中継部材３１および第二中継部材３２を有する。第一中継部材３１
は、細長い長方形状の部材である。上述したように、第一中継部材３１の一端には、被動
歯車５２が一体的に設けられている。第一中継部材３１の前面の少なくとも一部（第二中
継部材３２が接続されている箇所等を除いた一部）には装飾（副装飾部３１１）が施され
ている。後述するように、第一中継部材３１の前面は遊技者から容易に視認できる状態に
もなるため、第一中継部材３１自体が演出作用を発揮する部材としても機能する。一方、
第一中継部材３１は、断面凹状に形成されており、その後側には所定の大きさの空間３１
２が存在する。当該空間３１２内には、上述したラック５３の一部（歯部５３１を含む）
が収容されている。ラック５３は、第一中継部材３１の側壁３１３に接触した状態にある
。なお、空間３１２に収容されたラック５３が外れないよう、第一中継部材３１の後方に
は、空間３１２の開口を塞ぐ蓋３１４が固定されている（図６、図７参照）。
【００２７】
　ラック５３の歯部５３１には第二中継部材駆動歯車５４が噛み合っている。第二中継部
材駆動歯車５４は、第一中継部材３１に対し回転自在に支持され、上記第一中継部材３１
の空間３１２内に収容されている。かかる構造であるため、ラック５３は、第一中継部材
３１の側壁３１３と第一中継部材３１に支持された第二中継部材駆動歯車５４の間に挟ま
れた状態にある。したがって、駆動源１０の動力を受けた第一中継部材３１が第一回動軸
Ｘ１を中心として変位すると、この第一中継部材３１とともにラック５３が第四回動軸Ｘ
４を中心として変位する。
【００２８】
　第二中継部材駆動歯車５４には、断面「Ｄ」形状に形成された伝達軸５４１が固定され
ており、当該伝達軸５４１が第二中継部材３２の断面「Ｄ」形状に形成された伝達孔３２
３に圧入されている（図８参照）。したがって、第二中継部材駆動歯車５４が回転すると
、第二中継部材３２は当該第二中継部材駆動歯車５４の回転中心（第一中継部材３１の前
面に直交する軸）を中心として変位する。当該第二中継部材３２の変位（回転）の中心を
第三回動軸Ｘ３と称する。第二中継部材３２は、第一中継部材３１の前面に沿うように位
置する部分と、第一中継部材３１から突出した部分とを含む、略「Ｌ」字状の部材である
。
【００２９】
　第一中継部材３１の前面側には、第一傘歯車５５が一体的に形成されている（第一傘歯
車５５は、第一中継部材３１に対して回転自在に設けられた歯車ではない）。つまり、第
一中継部材３１が変位すると、そのまま第一傘歯車５５も変位する。第二中継部材３２の
内側の空間３２１には、当該第一傘歯車５５、第二傘歯車５６、中継歯車５７、および演
出体駆動歯車５８が収容されている。第一傘歯車５５は、その回転中心が第二中継部材駆
動歯車５４の回転中心と一致する。この第一傘歯車５５に噛み合う第二傘歯車５６は、そ
の回転中心軸が第一中継部材３１の前面に平行である。つまり、第一傘歯車５５および第
二傘歯車５６によって、動力の伝達軸が、第一中継部材３１の前面に直交する方向から、
第一中継部材３１の前面に平行な方向に曲げられる。中継歯車５７は第二傘歯車５６と同
じ回転中心で一体的に回転する平歯車である。本実施形態では、第二傘歯車５６と中継歯
車５７が一体成形された複合歯車を用いている。この複合歯車（第二傘歯車５６および中
継歯車５７）は、第二中継部材３２に対し回転自在に支持されている。中継歯車５７には
、平歯車である演出体駆動歯車５８が噛み合っている。演出体駆動歯車５８は、第二中継
部材３２に対し回転自在に支持されている。なお、図８および図９に示すように、本実施
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形態における第二中継部材３２は、三つの部材が組み合わされて構成されているがこれは
あくまで一例である。
【００３０】
　演出体４０は、細長い略長方形状の部材であって、一方側に第一装飾部４１が、他方側
に第二装飾部４２が形成された演出効果を発揮する装飾部材である。本実施形態では、演
出体４０の幅は、第一中継部材３１の幅と略同じである。演出体４０の基端側には接続軸
部４３が設けられている。この接続軸部４３は、第二中継部材３２に形成された貫通孔で
ある支持孔３２２に通されている。支持孔３２２の径は、接続軸部４３の径よりも若干大
きい（いわゆる隙間ばめとなるような寸法に設定されている）。支持孔３２２の中心は演
出体駆動歯車５８の回転中心と一致する。接続軸部４３の先端は、第二中継部材３２の空
間３２１内に位置し、その中心が演出体駆動歯車５８の回転中心と一致するようにして演
出体駆動歯車５８に接続されている。したがって、演出体駆動歯車５８が回転することに
より、演出体４０が変位（回転）する。当該演出体４０の変位（回転）の中心を第二回動
軸Ｘ２と称する。演出体４０は、第二回動軸Ｘ２を中心として、第一装飾部４１が前側に
位置した位置（第一演出位置）と、第二装飾部４２が前側に位置した位置（第二演出位置
）との間を変位可能である（図２、図３、図５参照）。
【００３１】
　本実施形態における演出体４０内部には、ＬＥＤ等の発光体が収容されている。第一装
飾部４１および第二装飾部４２は、その少なくとも一部が光を透過させる材料で形成され
ている。各装飾部を用いる演出を実行する際には、ＬＥＤ等の発光体を点灯させ、装飾部
を照らす。なお、装飾部の構成はこのような構成に限られるものではない。
【００３２】
　本実施形態では、上記装飾用の発光体に電力を供給するためのフレキシブル配線部材６
０が設けられている（図８、図９参照）。フレキシブル配線部材６０は、後述するように
演出体４０が動作したとき、撓み量を変化させることによって演出体４０に接続された部
分が演出体４０に追従する。
【００３３】
　動力伝達機構は、駆動源１０の動力を中継部３０および演出体４０に伝達する機構であ
る。本実施形態における動力伝達機構は、上述した、第一中継部材駆動歯車５１、被動歯
車５２、ラック５３、第二中継部材駆動歯車５４（伝達軸５４１）、第一傘歯車５５、第
二傘歯車５６、中継歯車５７、演出体駆動歯車５８を含む。
【００３４】
　このように構成される演出装置１ｍの動作（作用）について、一部上記説明と重複する
が以下詳細に説明する。
【００３５】
　原位置に位置する演出装置１ｍ（演出装置１ｍを構成する各部材）を終端位置に向けて
動作させる際には、駆動源１０であるモータを一方に回転（正転）させる。図２および図
３に示すように、原位置において、演出体４０は第一装飾部４１が前側に位置した第一演
出位置にある。また、演出体４０は、その少なくとも一部が第一中継部材３１と重なる第
一姿勢にある。具体的には、第一中継部材３１がベース２０に支持された箇所から略上方
に延びるように位置し、第二中継部材３２を介して、演出体４０が当該第二中継部材３２
に支持された箇所から略下方に延びるように位置する。本実施形態では、略同じ幅に形成
された演出体４０と第一中継部材３１が、幅方向両側縁を略一致させるようにして重なり
、演出体４０が第一中継部材３１の副装飾部３１１を覆う状態にある。第一演出位置かつ
第一姿勢にある演出体４０は遊技盤９０の開口９０１の右側縁に沿って位置する。演出体
４０によって第一中継部材３１の副装飾部３１１が覆われているから、遊技者には、演出
体４０の第一装飾部４１によって遊技盤９０の右側の領域が装飾されたような状態に見え
る。
【００３６】
　駆動源１０であるモータが正転すると、その動力は第一中継部材駆動歯車５１を介して
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、被動歯車５２を有する第一中継部材３１に伝達される。これにより、第一中継部材３１
は、ベース２０に対し、第一回動軸Ｘ１を中心として変位する（図４参照）。具体的には
、ベース２０に支持された箇所から略上方に延びるように位置した第一中継部材３１が、
第一回動軸Ｘ１を中心として、表示装置９１の表示画面側（遊技機中央側）に向かって変
位（回動）する。正面から見ると、第一中継部材３１の先端側（第二中継部材３２が接続
された側）が、表示装置９１の表示画面側に傾倒するように変位する。
【００３７】
　第一中継部材３１が変位すると、この第一中継部材３１に支持されたラック５３も変位
（回動）する。ラック５３は、第一回動軸Ｘ１とは異なる、第四回動軸Ｘ４を中心として
変位する。つまり、第一中継部材３１およびラック５３は、双方ともベース２０に支持さ
れた部材であるが、変位（回動）の中心となる回動軸が異なるため、原位置から変位する
につれて両者の相対位置が変化する。具体的には、両者が原位置から変位するにつれ、第
一中継部材３１に対するラック５３の相対位置がだんだんとベース２０側に移る。つまり
、第一中継部材３１に対するラック５３の歯部５３１の相対位置が、ベース２０側に移る
。第二中継部材駆動歯車５４の第一中継部材３１に対する相対位置は変化しないのである
から、原位置から変位するにつれてラック５３の歯部５３１と第二中継部材駆動歯車５４
の相対位置が変化する。つまり、第一中継部材３１に対するラック５３の相対位置の変化
によって、当該ラック５３の歯部５３１に噛み合う第二中継部材駆動歯車５４が回転する
ことになる。
【００３８】
　第二中継部材駆動歯車５４が回転すると、伝達軸５４１を介して、第二中継部材３２が
第一中継部材３１に対し第三回動軸Ｘ３を中心として変位（回動）する。これにより、第
一中継部材３１に重なる第一姿勢にあった演出体４０が、第一中継部材３１からだんだん
と離れていくように変位する（図４参照）。最終的には、第一中継部材３１の先端から演
出体４０がまっすぐ伸びたかのような第二姿勢に変位する（図５参照）。第二姿勢にある
演出体４０と第一中継部材が重なる部分の大きさは、第一姿勢にある演出体４０と第一中
継部材３１が重なる部分の大きさよりも小さい。演出体４０が第二姿勢となると、第一中
継部材３１の前面に形成された副装飾部３１１が、（演出体４０に覆われていない状態と
なり）容易に視認できる状態となる。
【００３９】
　また、第二中継部材駆動歯車５４が回転することによって、第一中継部材３１に対し第
二中継部材３２が相対的に変位すると、第一中継部材３１に形成された第一傘歯車５５と
、第二中継部材３２に回転自在に支持された第二傘歯車５６の相対位置が変化する。これ
により、第二傘歯車５６が第二中継部材３２の空間３２１内で回転する。第二傘歯車５６
の回動軸は、第一傘歯車５５の回動軸に対し直交するものとなる。すなわち、両傘歯車に
よって動力の伝達軸が直交する方向に曲げられる。第二傘歯車５６が回転すると中継歯車
５７も一体的に回転する。中継歯車５７が回転すると、それに噛み合う演出体駆動歯車５
８が回転する。演出体駆動歯車５８が回転すると、それに接続された演出体４０が、第二
回動軸Ｘ２を中心として変位（回転）する。具体的には、演出体４０は、第一装飾部４１
が前側に位置した第一演出位置から、第二装飾部４２が前側に位置した第二演出位置に変
位する（図５参照）。終端位置において、演出体４０は、第二姿勢で第二演出位置に位置
した状態となる。
【００４０】
　このように、原位置から終端位置に向かうに従い、１）ベース２０に対する第一中継部
材３１の第一回動軸Ｘ１を中心とする変位、２）第一中継部材３１に対する第二中継部材
３２の第三回動軸Ｘ３を中心とする変位、３）第二中継部材３２に対する演出体４０の第
二回動軸Ｘ２を中心とする変位、という三つの変位が同時進行することになる。最終的に
、遊技者には、第一中継部材３１（副装飾部３１１）と演出体４０が細長い一体的な役物
となって、表示装置９１の表示画面側に傾倒したかのように見える。具体的には、表示装
置９１の表示画面側に傾倒した第一中継部材３１（副装飾部３１１）から演出体４０がそ
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のまま真っすぐ表示装置９１の表示画面側に延び、表示装置９１の表示画面に表示される
画像が演出体４０の第二装飾部４２の背景となっているかのように見える（図２（点線）
参照）。原位置では第一中継部材３１は演出体４０に覆われた状態にあったのであるから
、原位置での演出態様と終端位置における演出態様には大きな差があり、演出態様の変化
が大きい。また、原位置と終端位置では、視認される演出体４０の装飾部も、第一装飾部
４１から第二装飾部４２に変化する。つまり、演出体４０は、演出効果を発揮する（前側
に位置する）装飾部が変化するとともにその姿勢が変化することになるから、原位置での
演出態様と終端位置における演出態様の見た目の変化が大きく、インパクトのある演出と
なる。
【００４１】
　終端位置から原位置に各部材を戻す際には、駆動源１０であるモータを他方に回転（逆
転）させる。これにより、原位置から終端位置にかけての変位とは逆の変位によって、各
部材が原位置に戻る。なお、本実施形態では、ベース２０の後方に、ラック５３を原位置
に向けて付勢する付勢部材５３２が設けられている（図６、図９参照）。これにより、各
部材が原位置に戻る動作がスムーズなものとなる。
【００４２】
　以上説明した本実施形態にかかる遊技機１（演出装置１ｍ）では、駆動源１０であるモ
ータを駆動すると、第一回動軸Ｘ１を中心として第一中継部材３１が変位し、第三回動軸
Ｘ３を中心として第二中継部材３２が変位するとともに、当該第二中継部材３２の変位が
第二回動軸Ｘ２を中心とする演出体４０の変位として伝達される。すなわち、演出体４０
は、ベース２０に対する第一中継部材３１の第一回動軸Ｘ１を中心とする変位、第一中継
部材３１に対する第二中継部材３２の第三回動軸Ｘ３を中心とする変位、および第二中継
部材３２に対する演出体４０自体の第二回動軸Ｘ２（第一回動軸Ｘ１に直交する軸）を中
心とする変位によって移動する。つまり、演出体４０が、それ自体の変位だけでなく、中
継部材の変位によって移動することになる。また、演出体４０自体の変位（第二中継部材
３２に対する変位）は、第一中継部材３１や第二中継部材３２の変位の回動軸（第一回動
軸Ｘ１や第三回動軸Ｘ３）と直交する軸（第二回動軸Ｘ２）であるから、演出体４０の動
きが三次元的なものとなる。このように、演出体４０の動きを趣向に富んだものとするこ
とが可能である。また、演出体４０が姿勢を変化させることにより、前側に位置する（視
認可能となる）装飾部が変化する（第一装飾部４１または第二装飾部４２となる）ため、
演出体４０による演出をより優れたものとすることが可能である。
【００４３】
　また、第三回動軸Ｘ３を中心とする第二中継部材３２の変位により、演出体４０が一方
の演出位置から他方の演出位置に変位しつつ、一方の姿勢から他方の姿勢に変位すること
になるから、演出体４０の動きをより趣向に富んだものとすることが可能となる。具体的
には、演出体４０が姿勢を変化させることにより、第一中継部材３１の副装飾部３１１の
露出量が変化することになる。つまり、第一中継部材３１を演出に寄与する部材として利
用することが可能となる。
【００４４】
　以上説明した遊技機１では、中継部３０が、ベース２０に対して変位する第一中継部材
３１、および第一中継部材３１に対して変位する第二中継部材３２という二つの部材から
構成されていることを説明したが、ベース２０に対して変位する一の部材から構成されて
いてもよい。中継部３０に対して変位する演出体４０の回動軸（第二回動軸Ｘ２）が、ベ
ース２０に対して変位する中継部３０の回動軸（第一回動軸Ｘ１）に直交するものであれ
ば、中継部３０とともに変位する演出体４０の動きが三次元的なものとなるから、演出効
果を向上させることが可能である。
【００４５】
　以上、本発明の実施の形態について詳細に説明したが、本発明は上記実施の形態に何ら
限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲で種々の改変が可能である。
【００４６】
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　上記実施形態における演出体４０の構成は一例である。第二回動軸Ｘ２を中心として変
位することにより、一方が視認可能となり他方が視認困難となる第一装飾部４１および第
二装飾部４２を有する構成であればよい。また、演出体４０は、遊技盤９０の開口９０１
の右側縁に沿って位置する状態（原位置）から、表示装置９１の表示画面に重なる状態（
終端位置）に変位する構成であることを説明したが、演出体４０の原位置および終端位置
は適宜変更可能である。
　上記実施形態から得られる具体的手段（遊技機）を以下に列挙する。
　手段１にかかる遊技機は、駆動源と、前記駆動源が固定されたベースと、前記ベースに
対し、第一回動軸を中心として変位可能に連結された中継部と、前記中継部に対し、前記
第一回動軸に直交する第二回動軸を中心として、一方側に形成された第一装飾部が前側に
位置する第一演出位置と、他方側に形成された第二装飾部が前側に位置する第二演出位置
との間を変位可能に連結された演出体と、前記駆動源の動力を前記中継部に伝達するとと
もに、前記第一回動軸を中心とする前記中継部の変位を、一方の演出位置から他方の演出
位置に向かう前記第二回動軸を中心とする前記演出体の変位に変換して伝達する動力伝達
機構と、を備え、前記駆動源の動力が前記動力伝達機構を介して前記中継部に伝達される
ことにより、前記中継部が前記第一回動軸を中心として変位しつつ、前記演出体が前記第
二回動軸を中心として一方の演出位置から他方の演出位置に向かうように変位することを
特徴とする。
　手段２にかかる遊技機は、手段１に記載の遊技機において、前記中継部は、前記ベース
に対し、前記第一回動軸を中心として回動自在に連結された第一中継部材と、前記第一中
継部材に対し、前記第一回動軸と平行な第三回動軸を中心として回動自在に連結された第
二中継部材を含み、　前記演出体は、前記第二中継部材に対し、前記第二回動軸を中心と
して回動自在に連結されており、前記動力伝達機構は、前記第一回動軸を中心とする前記
第一中継部材の変位を、前記第三回動軸を中心とする前記第二中継部材の変位として伝達
した上で、当該第二中継部材の変位を一方の演出位置から他方の演出位置に向かう前記第
二回動軸を中心とする前記演出体の変位に変換して伝達することを特徴とする。
　手段３にかかる遊技機は、手段２に記載の遊技機において、前記演出体は、前記第二中
継部材に対し、前記第一演出位置でその少なくとも一部が前記第一中継部材と重なる第一
姿勢と、前記第二演出位置で前記第一中継部材に重なる範囲が前記第一姿勢にあるときよ
りも小さい第二姿勢のいずれかに変位可能となるように接続されており、前記第三回動軸
を中心とする前記第二中継部材の変位により、前記演出体は、一方の装飾部が前側に位置
した一方の演出位置から他方の装飾部が前側に位置した他方の演出位置に変位しつつ、一
方の姿勢から他方の姿勢に変位することを特徴とする。
　手段４にかかる遊技機は、手段２または手段３に記載の遊技機において、前記動力伝達
機構は、前記第一回動軸とは異なる当該第一回動軸に平行な第四回動軸を中心として変位
可能となるように前記ベースに接続され、前記第一中継部材とともに変位するラックと、
前記第一中継部材に支持された、前記ラックに噛み合うピニオンと、を有し、前記第一回
動軸を中心として前記第一中継部材が変位するとともに前記第四回動軸を中心として前記
ラックが変位して前記第一中継部材と前記ラックの相対位置が変化することにより、前記
ピニオンが回転し、その回転が前記第二中継部材に伝達されることを特徴とする。
　手段５にかかる遊技機は、手段２から手段４のいずれかに記載の遊技機において、前記
動力伝達機構は、前記第一中継部材に一体的に設けられた第一傘歯車と、前記第二中継部
材に対し回転自在に支持された第二傘歯車と、を有し、前記第三回動軸を中心として前記
第一中継部材に対し前記第二中継部材が変位し、前記第一傘歯車と前記第二傘歯車の相対
位置が変化することによって前記第二傘歯車が回転し、その動力が前記第二回動軸を中心
とする前記演出体の変位として伝達されることを特徴とする。
　手段１にかかる遊技機によれば、駆動源を駆動すると、第一回動軸を中心として中継部
が変位するとともに、当該中継部の変位が第二回動軸を中心とする演出体の変位として伝
達される。つまり、演出体は、ベースに対する中継部の第一回動軸を中心とする変位、お
よび中継部に対する演出体自体の第二回動軸（第一回動軸に直交する）を中心とする変位
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によって移動することになる。つまり、演出体が三次元的に動き、前側に位置する（演出
効果を発揮する）装飾部を変化させる演出態様となるから、演出体による演出の趣向性を
高めることが可能となる。
　手段２にかかる遊技機によれば、駆動源を駆動すると、第一回動軸を中心として第一中
継部材が変位し、第三回動軸を中心として第二中継部材が変位するとともに、当該第二中
継部材の変位が第二回動軸を中心とする演出体の変位として伝達される。つまり、演出体
は、ベースに対する第一中継部材の第一回動軸を中心とする変位、第一中継部材に対する
第二中継部材の第三回動軸を中心とする変位、および第二中継部材に対する演出体自体の
第二回動軸（第一回動軸に直交する）を中心とする変位によって移動することになる。つ
まり、演出体の動きをより趣向に富んだものとすることが可能となる。
　手段３にかかる遊技機によれば、第三回動軸を中心とする第二中継部材の変位により、
演出体が一方の装飾部が前側に位置した一方の演出位置から他方の装飾部が前側に位置し
た他方の演出位置に変位しつつ、一方の姿勢から他方の姿勢に変位することになる。つま
り、装飾部の変化と姿勢の変化が一緒に発生する演出となるから、演出体による演出効果
をさらに向上させることが可能となる。具体的には、演出体は、装飾部を変化させるとと
もに、第一中継部材に重なる範囲が相対的に大きい第一姿勢、または重なる範囲が相対的
に小さい第二姿勢に変位することになるから、第一中継部材の露出量（演出体に重なって
いない部分の大きさ）が変化することになる。つまり、第一中継部材に装飾部を設けるな
どし、第一中継部材を演出に寄与する部材として利用することが可能となる。
　手段４にかかる遊技機のように、第一回転軸とは異なる第四回動軸を中心として変位す
るラック、およびそれに噛み合うピニオン（いわゆるラックアンドピニオン）を用いるこ
とにより、第一中継部材の変位を第二中継部材に伝達する機構を容易に構築することが可
能である。
　手段５にかかる遊技機のように、第一傘歯車および第二傘歯車により、演出体の回動軸
が、第一中継部材の回動軸に対し直交するものとすることができる。そして、第一傘歯車
を第一中継部材と一体的に回転するものとし、第二傘歯車を第二中継部材に対し回転自在
に設けられたものとすることで、第一中継部材に対する第二中継部材の変位が、第二回動
軸を中心とする演出体の変位として伝達される構成とすることが可能となる。
【符号の説明】
【００４７】
１　遊技機
１ｍ　演出装置
１０　駆動源
２０　ベース
３０　中継部
３１　第一中継部材
３１１　副装飾部
３２　第二中継部材
４０　演出体
４１　第一装飾部
４２　第二装飾部
５１　第一中継部材駆動歯車
５２　駆動歯車
５３　ラック
５４　第二中継部材駆動歯車
５５　第一傘歯車
５６　第二傘歯車
５７　中継歯車
５８　演出体駆動歯車
Ｘ１　第一回動軸
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Ｘ２　第二回動軸
Ｘ３　第三回動軸
Ｘ４　第四回動軸

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】
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